
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

れば、失っていた者 ( 弟 ) の帰還を父と一緒になって喜ぶことができたは
ずです。しかしこのたとえ話は「だがおまえの弟は、死んでいたのが生き
返って来たのだ。いなくなっていたのが見つかったのだから、楽しんで喜
ぶのは当然ではないか (32節 )」で終わっています。
　弟の変化は書かれていますが、兄のその後は書かれていません。ただ一
つ分かることは「神は決して見捨てない」お方ということです。だから、
どんなことがあっても、自我に死んで、自分の罪を見て悔い改めて、神の
本当の子となり、何度失敗しても挫折を味わったとしても親愛の情をもっ
て「私の子」と呼んでくれる神さまのもとに帰ってくることが大切なので
す。

　聖書にはヒゼキヤとマナセという王が出てきます。マナセはヒゼキヤの
息子です。ヒゼキヤはいくつかの失敗はありますが、神に従った良王です。
ある時、アッシリヤがイスラエルを攻め、イスラエルの神を冒涜します。
このことをヒゼキヤは神に訴えます。するとその夜、神は約束を実行に移
され、アッシリヤの陣営で、十八万五千人を打ち殺し、この後、アッシリ
ヤがエルサレムに攻めてくることはなくなりました。 ヒゼキヤ王の信仰に
応え、神がエルサレムを救われました。一方、マナセは聖書の中でも名高
い悪王です。彼は父ヒゼキヤが取り除いた礼拝所を再建し、バアルの祭壇
を築き、アシュラ像を作り、わが子を偶像の祭壇にいけにえとし、魔術や
占いなど神の目に悪とされることをことごとく行いました。そんなマナセ
も歴代誌第二 33 章によれば、アッシリヤによってバビロンに捕囚された
後、「主こそ神である事ことを知った」と悔い改め、そして再びエルサレ
ムに帰還して、すべての偶像を撤去していることが記されています。そう
して国は再建されたのです。父ヒゼキヤと神との関係を見ていたので本当
の神との関係に戻ることができたのです。

　スティーブン・スコットという人がいます。彼は仕事をしてもすぐクビ
になり、人生を棒に振っていました。 そんな時、アメリカ大成功している
クリスチャンに会うチャンスが与えられました。彼に成功の秘訣をたずね
ると「自分も失敗ばかりしていた。だから、毎日箴言を読むことにした」
とアドバイスを受けました。
　箴言の著者はソロモンです。ソロモンが神に近づかなければならないと
いうことを学んだ秘訣が書いてあるのが箴言です。それを読むことで、自
分が本当はどんな者なのか分かったんだと言われたのです。だからスコッ
トも徹底して箴言を読み、それを行う人生を選んだのです。すると神のこ
とが良く分かり、本当の自分がどんなものなのかを知ることができて、あ
んなにうまく行かなかった自分の人生がどんどん祝福されるようになった
そうです。
　ひとりの大失敗者の人生が御言葉によって変えられて、そして世界中の
人たちにその生き方の素晴らしさを教えてくれています。私たちが本当の
自分を知るということがどれ程大事かということが証されています。

岩﨑雅弘

来週の奉仕者
（８月２７日）

今週は…使徒の働き24：10～ 27：12

　～リビングライフより～

「箴言を読み始めて」「箴言を読み始めて」

（ ２０２３ 年８月１３日 ） 

（要約者：行司 佳世伝道師）

　火曜日のリビングライフでは『迫害者から証人になるまで ( 使徒の働き 22:1～
16)』が語られました。
使徒の働きでは、3 箇所においてパウロの回心の記事があります。最初は 9 章、次
に今回の22章、そしてもう一つは26章です。今回の22章では、10節「私が、『主よ。
私はどうしたらよいのでしょうか』と尋ねると、主は私に、『起きて、ダマスコに
行きなさい。あなたがするように決められていることはみな、そこで告げられる』
と言われました」というパウロのことばです。それは回心したパウロが初めて祈っ
たことばです。
　パウロは、イエスさまのことを「主よ」と呼んでいます。彼はこの時点で、すで
に回心していました。イエスが、自分の生活と人生を支配される方であり、この方
に従わなければいけないという認識を持っていたのです。ところで、イエスさまは、
ただ、「ダマスコに行きなさい。」とだけ言われました。ダマスコに行ったときに、
次のステップが示されます。主は、このように私たちを一歩、一歩導かれます。す
べての計画を示されることはありません。なぜなら、私たちがいつもイエスさまと
ともに歩んで、イエスさまからいつも御声を聞いて、イエスさまに拠り頼まなけれ
ばいけないからです。
　パウロは初めにユダヤ人たちにへブル語で「わたしは皆さんと同じユダヤ人であ
る」と弁明します。しかもタルソ（当時の国際的な都市）出身で、神にも律法にも
熱心で非の打ち所のないユダヤ人である事を説明します。そして先ほどの回心が与
えられたダマスコ途上や神殿での主との出会いを語りました。パウロの神への熱心
さは、教会を迫害するほど激しいものでした。それでもパウロは執拗に、クリスチャ
ンたちを追いかけました。彼がここで強調したかったことは、「私は、あなたたち
とまったく同じだった」と言うことです。ユダヤ人の民衆は、パウロがどこか遠く
のところで、異邦人といっしょに新しい宗教を作って、自分たちがとても大切にし
ている律法と神殿をめちゃくちゃにしてしまっていると考えていましたから、この
ことは意外だったでしょう。彼らと同じヘブル語を話し、エルサレムでなんとガマ
リエルの下で教育を受け、しかも、この道を迫害するほど神に熱心であった…それは、
私たちの仲間ではないか、という印象を持ったかもしれません。同じところにいた
のだ、というのがパウロの訴えたかったことです。
　これは、私たちにも響くことばです。私たちは同胞どころか異邦人だからです。
こんな私たちも、たとえ過去にどんな罪を犯していたとしても、心からの悔い改め
と回心すれば、神のみこころを知ることによって個人的な関係を持つことができる
ことをパウロは証しました。自分の意思が、神の意志に従属することによって、神
との生きた交わりを保つことができるのです。

牧 一穂 牧師
牧 唯恵 伝道師
全本 みどり 
西嵜 達也
淺野 恵子

　

8 月の誕生者
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先週のメッセージでは、放蕩息子・弟から語られました。弟は、義務を放
棄し自分の権利を主張して、父から生前分与で財産を受け取り、放蕩の限
りを尽くしました。落ちるとこまで落ちて彼は「我に返った (17 節 )」の
です。「お父さん。私は天に対して罪を犯し、またあなたの前に罪を犯し
ました。もう私は、あなたの子と呼ばれる資格はありません (21 節 )」と
言い、自分の権利や息子という立場を見る目線から、義務を放棄し罪を犯
していた自分の姿を見て悔い改め、雇い人のさらに下にまでへりくだる目
線が与えられたのです。私たちは、この弟の姿を通して自分の悪い部分を
知り、失われたものを取り戻すことが語られました。

　しかし、この弟の話を聞いても簡単に行うことはできません。自分の悪
い部分を認めることが難しいのです。弟が「あなたの子と呼ばれる資格は
ありません」と言ったように、私たちは天の神さま、父の子であることは
よくわかっています。ただし「権利を追求する子」としての目線があるか
らです。
　25 節からは、弟が帰って来て父が祝宴を催していることを知った兄の
様子が書かれています。この様子を見て兄はおこって、家に入ろうともし
ませんでした。それは父が出て来て、いろいろなだめてみるほどでした。
そして、父に向かって「ご覧なさい。長年の間、私はお父さんに仕え、戒
めを破ったことは一度もありません。その私には、友だちと楽しめと言っ
て、子山羊一匹下さったことがありません。それなのに、遊女におぼれて
あなたの身代を食いつぶして帰って来たこのあなたの息子のためには、肥
えた子牛をほふらせなさったのですか(29-30節)」と言います。兄の目線は、
父子の関係でありながら「仕えさせられていた」ものでした。
　兄はいつも父のそばにいて、あらゆる恵みを受けていました。蒔く種が
与えられ、刈り取る恵みも経験できていたことでしょう。ですがそれを「や
らされていた」という受け身の意識だったのです。

　今回の個所を振り返っても、兄は恵みを得ています。28節に父が兄を「な
だめてみた」とあります。「なだめてみた」はギリシャ語で「バラカレオー」
παρακαλέωで未完了形です。つまり父は兄を「なだめ続けている」
のです。他にも「そばに呼び寄せる、願う、頼む、懇願する、さとす、元
気づける、慰める、なだめる」という意味があります。そして、これの名
詞は「パラクレートス」παρακαλητοςで「助け主」と言います。
ですから兄は、なだめられているだけではなく、助け主がそばにいてくれ
ているのです。旧約時代の清さの中でしか働けない御霊ではなく、罪の中
にいる兄…私たちをも慰め、助け、導いてくれる御霊が存在しているので
す。自分の権利や立場にばかり目線が向いている兄は、このような父・神
の存在に気づき恵みを受け取ることができていませんでした。

　そんな兄に対して、「なだめた」次にさらに父は 31 節で「子よ。おまえ
はいつも私といっしょにいる。私のものは、全部おまえのものだ」と「呼
びかける」のです。ここで用いられている「子よ」は「テクノン」τ
έκνονです。しかし、ルカ15章 8回 11節、13節、19節、21節 (2回 )、
24 節、25 節、30 節で用いられている「子」には「ヒュイオス」υ όςが
使われています。「テクノン」も「ヒュイオス」も同義ですが、31 節で使
われた「テクノン」は、より親愛の情をもって呼びかけることばなのです。
父は兄に対して、怒って諭したのではなく、親愛の情をもって「息子よ」
と呼びかけたのです。

　これだけの愛を注がれ恵みを受けていても、兄は弟を裁き、喜んで迎え
た父に怒りました。それは、自分のことを棚に上げ、罪人を見て裁くパリ
サイ人のようでした。私たちにもこのような目線があります。それは、私
たちが父・神の本当の子になれていないからです。神の目から見ると自我
に生き本当の子となれていない二人とも放蕩する息子だったのです。しか
し、弟は死んでいましたが我に返り、本当の子になることができました。
父のそばにいながら自我に生き、本当の息子にならず我を見失い、父・神
との関係が壊れて本当に死んでしまっていたのは兄でした。それに気づく
バロメーターは権利の主張です。
　もしも自分の立場や権利を優先し誰かを裁き始めたら、目線がズレてい
る可能性があります。もしも本当の子として父・神と同じ目線を持ってい

　

　　　

　
　　

  6:00~ 早天祈祷会
16:30~ASE

  6:00~ 早天祈祷会
16:30~ASE

  6:00~ 早天祈祷会
19:30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

15:00~ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ
17:30~ﾕｰｽ礼拝

15:00~ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ
17:30~ﾕｰｽ礼拝

15:00~ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ
17:30~ﾕｰｽ礼拝

15:00~ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ
17:30~ﾕｰｽ礼拝

  6:00~ 早天祈祷会

  6:00~ 早天祈祷会  6:00~ 早天祈祷会

  6:00~ 早天祈祷会
16:30~ASE

  6:00~ 早天祈祷会
20:00~ 県北祈祷会

  6:00~ 早天祈祷会

  6:00~ 早天祈祷会  6:00~ 早天祈祷会
16:30~ASE

  6:00~ 早天祈祷会
19:30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

  6:00~ 早天祈祷会  6:00~ 早天祈祷会

  6:00~ 早天祈祷会

  6:00~ 早天祈祷会

さいごに25日   岡本爽
29日   鈴木由美子

21 日   西嵜璃愛
22 日   山本淳平 
22 日   浜田竜司
22 日   平澤一浩
 

  9 日   高橋司
13 日   曽我都斗
14 日   富岡喜千朗
14 日   西嵜真由美

15 日  富岡節子
16 日  松田沙和菜
18 日  青山哲也
 20日   澤口來海
 20日  今栄めぐみ

              　 1 日   名越裕晃
6日   澤口建太
6 日   横山淳平
7 日  秦泉寺朗子

岩﨑櫻

 

　私たちには弱い部分もあります。時には自分の権利を行使してしま
うこともあります。だからそのために教会があるのです。その時に自
分と一緒にいて、そんな私を受け止めてくれている神さまがいるので
す。神さまは、私たちを慰め、受け入れ、励まし続け、ずっと遠くか
ら見つめ続けて、最後は十字架にかかって私たちの身代わりとなられ
たのです。
　私たちはこのイエスキリストの十字架を覚えておかなければいけま
せん。心を頑なにして本当の子じゃなくなると自分が神さまの子だっ
たことを忘れてしまうのです。そうなってしまうと、子ではないので、
神さまの恵みを相続することがない…奴隷のように働かされ疲れ果て
て、「なんで私はこんな目に…」と、見るべき目線を失ってしまうの
です。だから私たちは神さまの前に、兄も弟にもならず素直に生きる
者、本当の子であることを求めましょう。

：

　最近毎朝、箴言を読むようにしています。箴言は３１章まである
ので、毎日、その日にちの章のところを読むと、１か月で１巡する
ようになります。
　毎日１章ずつ読むと、その中で、必ず気になる御言葉や、そこか
ら自分が感じ、気づかされることがあります。そして、その感じた
ことを意識して１日を過ごすようにしすると、自然と何かをしてい
ても、そのことに立ち返ることができるようになってきました。
また、１か月で１巡し、繰り返して読んでいるので、同じ御言葉を
読むようになるのですが、その時々で、気になる箇所が違います。
　神様は生きていると感じるし、だからこそ、その時気になった御
言葉は、今日、自分にとって必要なものだと受け取ることができて
います。だから１回読めば終わりなのではなく、一生読み続けるも
のだとも思わされています。　

『わが子よ。もしあなたが、私のことばを受け入れ、私の命令をあ
なたのうちにたくわえ、あなたの耳を知恵に傾け、あなたの心を英
知に向けるなら、もしあなたが悟りを呼び求め、英知を求めて声を
あげ、 銀のように、これを捜し、隠された宝のように、これを探り
出すなら、 そのとき、あなたは、【主】を恐れることを悟り、神の
知識を見いだそう。』（箴２：1～５）

　自分は御言葉が足りないと思っています。そして今は、箴言だけ
を毎日読んでいますが、ほかのところも読んでみたいと思っていま
す。引き続き、御言葉を読んでそこから自分の生き方を整えていき
たいと思います。
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放蕩息子の話（弟の場合）

スティーブン・スコットの人生を通して

裁き続ける兄の姿から受け取ることは

ヒゼキヤとマナセからから受け取ることは
放蕩息子の話（兄の場合）

兄に呼びかける父

兄をなだめる父

    

てもて塾

岡本爽

新開彩 淺野愛可

佐藤仁美 藤原友規子

眞砂永一

岩﨑晃輝 鈴木智子

西嵜璃愛澤口來海 今栄めぐみ

青木容子

山本淳平 平澤一浩

鈴木由美子

牧 希穂乃

 御国が来ますように！！あなたはどちらの国に生きるのか
 「失われた者Ⅱ　息子として他人として」

ルカ15：25～32ルカ19：10

チャーチミーティング

サンデー・ユースキャンプ

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

15:00~じょいふるキッズ

セル祈祷会


